
1 はじめに 
1.1 背景 

地域包括ケアシステムとは，医療，介護，介護予防，
住まい及び自立した日常生活の支援が，自宅から 30
分以内の日常生活圏に包括的に確保されている体制で
ある．この体制は，高齢者が可能な限り住み慣れた地
域で健康状態に応じ自立した日常生活を営むことがで
きることを目指している． 2025年に団塊世代が 75歳
を迎えることを懸念し，整備が始まった．高齢化や各
領域のサービスの担い手不足により，行政により整備
が急がれている．必要な人に必要なサービスを提供す
る「機能分化」，各領域の狭間に置かれ支援の届かな
い人への対応を可能にする「連携」が重要とされてい
る 1)． 
1.2 目的 

本研究は，高齢者の健康状態の遷移をモデル化し，
地域包括ケアシステムの一連のプロセスをシミュレー
ションする(Fig. 1)．住民の行動やサービスの利用量を
観測し，評価が行えるモデルの構築をする．また，こ
のモデルを用いて，施設配置や人材配置などの政策オ
プションが，地域全体に与える影響について評価・分
析する．これらを踏まえて，現行体制の改善案の提案
を行うことが本研究の目的である． 

2 関連研究 
地域包括ケアシステムに関する先行研究の多くは，
データやアンケート調査からの現状把握である2)3)．し
かし，これらの研究では，連携などのプロセスや，政
策の影響分析は含まれていない．切れ目のない地域連
携の把握，これからの政策の検討のために分析が必要
である．連携のシステムの設計や分析の体系的なアプ
ローチとして，エージェントベースモデリング(以下
ABM)を用いた研究がある．ABMとは，エージェント
が相互作用を及ぼすことで，複合的な社会現象を表現
できるシステム分析である4)．眞屋ら(2013)5)は，日勤
帯の入院に係る通常の受診行動をモデル化を行い，現

行の医療連携体制に対してABMを用いて分析を行っ
ている．市川ら(2014)6)は，夜間救急医療における患者
の発生から診療の終了までの一連のプロセスを表現で
きるABMを構築している．以上のように，地域包括ケ
アシステムにおける局所的な研究は多く行われている
が，地域包括ケアシステムの全体的なシステムを捉え
てシミュレーションした研究は現状存在しない． 

3 方法 

本研究では，芝浦工業大学と東京工業大学が共同開
発したABM実装 JavaライブラリSOARS Toolkit7)を用
いてモデルを構築する．この手法を用いることで，地
域包括ケアシステムの受け手である高齢者の年齢，傷
病区分や，介護認定によるサービス利用行動の違いを
モデルで表現することが可能である． 
また，地域包括ケアシステムのサービスの担い手の
収容条件を設定することで，現行体制をモデルで表現
することができる．これらを含むモデルによって，地
域包括ケアシステムの仕組みを再現し，住民の行動や
サービスの利用量の観測を可能にする．また，このモ
デルを用いて，施設配置や人材配置などの政策オプシ
ョンが，地域全体に与える影響について評価・分析が
可能となる． 
まず，意思決定主体としてのエージェントとそのエ
ージェントが行動を行う場としての仮想都市の構成を
行う(フェーズ 1)．次に，シミュレーション結果を評価
できるよう，地域包括ケアシステム指数を設ける(フェ
ーズ 2)．最後に，地方にある日常生活圏に本研究で構
築したモデルを適応し，シミュレーション結果からモ
デルの有効性の検証を行う．また，モデルを活用し現
行体制の改善案の提案を行う(フェーズ 3)． 
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概要－   現在，地域包括ケアシステムの整備が急がれている．医療，介護，介護予防，住まい及び
自立した生活の支援が包括的に確保され，ケアが必要な人に必要なサービスを提供する機能分化と，
制度の狭間に置かれ支援の届かない人への対応を可能にする連携が重要である．そこで，本研究では
エージェントベースモデリングを用いて体系的な地域包括ケアシステムを再現し，政策オプション
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Fig. 1: 健康状態の遷移からみる地域包括ケアシステム 


